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 この規格についての意見又は質問は，上記原案作成者又は経済産業省産業技術環境局 基準認証ユニット産業基盤標準

化推進室（〒100-8901 東京都千代田区霞が関 1-3-1）にご連絡ください。 

 なお，日本工業規格は，工業標準化法第 15 条の規定によって，少なくとも 5 年を経過する日までに日本工業標準調査

会の審議に付され，速やかに，確認，改正又は廃止されます。 
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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人自動車技

術会(JSAE)／財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきとの申出

があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS D 2601:1998 は改正され，この規格に置き換えられる。 

今回の改正では，JIS D 2601:1998 における ISO 3996:1995，Road vehicles－Brake hose assemblies for 

hydraulic braking systems used with non-petroleum-base brake fluid との未整合部分の一部を見直して採用を行

った。 

改正に当たっては，日本工業規格と国際規格との対比，国際規格に一致した日本工業規格の作成及び日

本工業規格を基礎にした国際規格原案の提案を容易にするために，ISO 3996:1995（Road vehicles－Brake 

hose assemblies for hydraulic braking systems used with non-petroleum-base brake fluid）を基礎として用いた。 

この規格の一部が，技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の

実用新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会

は，このような技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新

案登録出願にかかわる確認について，責任をもたない。 

JIS D 2601 には，次に示す附属書がある。 

附属書（参考）JIS と対応する国際規格との対比表 
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日本工業規格          JIS 
 D 2601：2006 
 

自動車部品－ 
非鉱油系液圧ブレーキホースアセンブリ 

Automotive parts－Brake hose assemblies for hydraulic braking systems 
used with non-petroleum-base brake fluid 

 
序文 この規格は，1995 年に第 3 版として発行された ISO 3996，Road vehicles－Brake hose assemblies for 

hydraulic braking systems used with non-petroleum-base brake fluid を翻訳し，技術的内容を変更して作成した

日本工業規格である。対応国際規格に規定されている ISO 適合認証番号及び記号の表示は実施例がないこ

とから不採用としている。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，原国際規格にはない事項である。 

 

1. 適用範囲 この規格は，自動車の液圧ブレーキ装置に使用する液圧ブレーキホースアセンブリの要求

性能，試験方法及び表示について規定する。 

そのブレーキホースアセンブリは，補強層及び合成ゴムから構成されたホースに金属製継手金具をアセ

ンブリしたもので，JIS K 2233 に規定する非鉱油系ブレーキ液を使用するものに適用する。 

備考 この規格の対応国際規格を，次に示す。 

なお，対応の程度を表す記号は，ISO/IEC Guide 21 に基づき，IDT（一致している），MOD

（修正している），NEQ（同等でない）とする。 

ISO 3996:1995，Road vehicles－Brake hose assemblies for hydraulic braking systems used with 

non-petroleum-base brake fluid (MOD) 

 

2. 引用規格 次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成す

る。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 7507 ノギス 

JIS B 7721 引張・圧縮試験機－力計測系の校正･検証方法 

備考 ISO 7500-1:1999 Metallic materials－Verification of static uniaxial testing machines－Part 1 : 

Tension/compression testing machines－Verification and calibration of the force measuring system か

らの引用事項は，この規格の該当事項と同等である。 

JIS K 2233 自動車用非鉱油系ブレーキ液 

備考 ISO 4925:1978 Road vehicles－Non-petroleum base brake fluid からの引用事項は，この規格の

該当事項と同等である。 

JIS Z 2371 塩水噴霧試験方法 

備考 ISO 9227:1990 Corrosion tests in artificial atmospheres－Salt spray tests からの引用事項は，こ

の規格の該当事項と同等である。 


